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「地震リスクへの備え」
米国の9.11同時多発テロ以降、企業の防災に対する意識が急激に高まっ

た。欧米では、企業がリスクマネジメントの一環として不測の事態が発生した

ときにいち早く復旧出来るよう、平時から戦略的にプランを準備しておく事業

継続計画（Business Continuity Plan : BCP）の策定が広まっている。

日本企業にとっても事情は同じだ。とくに発生が危惧される東海地震など

大地震に対する防災対策は緊急の課題だ。本号〈DBJ Special 1〉では、東

海地震に備えて防災マネジメントに力を入れる中堅製紙メーカーの取り組み

に対して、DBJおよび民間金融機関3社が連携して組成・実行した地震災害

時の復旧支援ファイナンスについて紹介する。

〈DBJ Special 2〉では、地域経済の自立的発展に地場企業の成長発展

が不可欠とされる中、地場企業が共同で新製品を開発・事業化する主体的

な取り組みを支援するために、DBJが民間金融機関とともに構築した独自の

ファンドスキームについて紹介する。

〈DBJ Special 3〉では、2005年２月に開催された「第6回ＤＢＪナレッジ・

フォーラム技術事業化とイノベーション戦略―カーブアウト等による新産業創

造―」を紹介する。

〈Community/地域新発見〉では、今、日本でもっとも元気な都市圏とも言わ

れる名古屋にスポットを当て、注目と期待を集める2つのプロジェクト（中部国

際空港、東部丘陵線）を紹介する。また、開催中の愛知万博をテーマにした、

２００５年日本国際博覧会協会会長・豊田章一郎氏からの寄稿を掲載する。
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日
本
で
い
ま
一
番
元
気
と
も
言
わ
れ
る
都
市
圏
、名
古
屋
。

そ
の
象
徴
の
第
１
が
現
在
開
催
中
の
愛
知
万
博
だ
。
来
訪
者

数
は
５
月
末
時
点
で
す
で
に
6
0
0
万
人
を
突
破
、連
日
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、万
博
開
幕
に
合
わ
せ
て

オ
ー
プ
ン
し
た
中
部
国
際
空
港（
愛
称
「
セ
ン
ト
レ
ア
」）と
東

部
丘
陵
線（
同
「
リ
ニ
モ
」）。い
ず
れ
も
、名
古
屋
圏
の
都
市

機
能
の
高
度
化
に
不
可
欠
な
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

地
元
の
注
目
と
期
待
を
集
め
て
い
る
。

地域新発見Community

――期待集めるセントレアとリニモ――

（上）セントレア最大の特徴は、国際線と国内線が同一ターミナ
ルにあるため、乗り継ぎが非常にスムーズにできること。24時間
運用可能で、中部圏と世界を結ぶ日本の重要な国際空港とし
て注目を集めている。（下）藤が丘～万博八草までの9駅を15
分で結ぶ新交通システムのリニモ。「愛・地球博」の開幕にあ
わせ、予定を大幅に短縮して３年弱の工期で開業にこぎつけた。

名 古 屋
元気あふれる都市圏へ
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こ
こ
か
ら
愛
知
環
状
鉄
道
に
接
続

す
る
万
博
八
草
駅
ま
で
の
丘
陵
地

帯
約
８．９
キ
ロ
を
結
ぶ
新
交
通
シ
ス

テ
ム
だ
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、そ
の
走
行
方

名
古
屋
か
ら
地
下
鉄
東
山
線
で

東
の
終
点
藤
が
丘
へ
。
リ
ニ
モ
は
、

て
い
な
か
っ
た
」（
中
部
国
際
空
港

（
株
）広
報
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
・
小
笠

原
裕
明
氏
）だ
け
に
、名
古
屋
空
港

の
２
倍
を
超
え
る
貨
物
取
扱
能
力
、

貨
物
の
搬
出
入
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
施
設
や
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
活
か
し
、

中
部
圏
や
そ
の
周
辺
地
域
の
物
流

を
変
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

エ
ア
シ
テ
ィ
と
し
て
の
魅
力
も
多

彩
だ
。タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
「
ス
カ
イ

タ
ウ
ン
」
の
個
性
豊
か
な
61
店
舗
、

国
内
空
港
で
は
初
の
展
望
風
呂
の

あ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、伊
勢

湾
を
望
む
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
、結
婚

式
が
で
き
る
セ
ン
タ
ー
ピ
ア
ガ
ー
デ

ン
な
ど
だ
。
と
り
わ
け
、ス
カ
イ
タ
ウ

ン
か
ら
滑
走
路
の
方
向
へ
伸
び
る
ス

カ
イ
デ
ッ
キ
は
全
長
約
３
０
０
ｍ
あ

り
、大
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
る
。

セ
ン
ト
レ
ア
は
、中
部
圏
に
本
格

式
が
日
本
初
の
常
伝
導
磁
気
浮
上

式
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
推
進
方
式
と
い

う
点
。
電
磁
石
の
力
を
利
用
し
て

車
体
を
レ
ー
ル
上
に
浮
上
さ
せ
、リ

ニ
ア
モ
ー
タ
ー（
普
通
の
回
転
モ
ー

タ
ー
を
平
た
く
の
ば
し
た
も
の
で
、

回
転
力
で
は
な
く
直
進
力
を
活
用

す
る
）で
走
行
さ
せ
る
。
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セ
ン
ト
レ
ア
は
、
日
本
の
中
心

（C
en
tral

Jap
an
;

中
部
）に
あ
る

空
港（A

irp
ort

）を
意
味
す
る
。
名

古
屋
中
心
部
か
ら
南
へ
約
30
キ
ロ
、

常
滑
市
沖
合
に
あ
る
海
上
空
港
だ
。

セ
ン
ト
レ
ア
は
今
ま
で
に
な
い
タ

イ
プ
の
空
港
だ
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

”こ
こ
ろ
と
き
め
く
エ
ア
シ
テ
ィ
“。
国

際
空
港
と
し
て
の
利
便
性
と
機
能

性
に
加
え
、飛
行
機
に
乗
ら
な
い
人

も
楽
し
め
る
空
港
の
あ
る
”ま
ち
“を

実
現
し
て
い
る
。

国
内
線
は
毎
日
97
便
、国
際
線

は
週
３
０
６
の
旅
客
便
、33
の
貨
物

便
が
就
航
す
る
。
地
方
空
港
発
の
国

際
便
が
少
な
い
中
、国
内
各
地
か
ら

海
外
へ
の
乗
り
継
ぎ
に
便
利
な
空

港
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、国
内
線

と
国
際
線
が
同
一
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
あ

る
た
め
乗
り
継
ぎ
は
ス
ム
ー
ズ
だ
。

注
目
し
た
い
の
は
、航
空
貨
物
の

国
際
拠
点
と
し
て
の
機
能
。こ
れ
ま

で
中
部
圏
を
生
産
・
消
費
地
と
す

る
輸
出
入
で
は
、名
古
屋
空
港
よ

り
も
成
田
・
関
西
両
空
港
の
利
用

率
が
高
か
っ
た
。「
海
上
貨
物
で
は
名

古
屋
港
の
取
扱
高
が
全
国
一
。
施

設
さ
え
整
え
ば
航
空
輸
送
を
使
っ

て
も
ら
え
る
条
件
は
あ
っ
た
。
そ
の

意
味
で
地
元
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
切
れ

日
本
初
の

磁
気
浮
上
式
走
行

的
な
国
際
空
港
を
、と
い
う
地
元
の

強
い
要
望
に
基
づ
い
て
建
設
さ
れ
た
。

ま
た
、利
用
促
進
の
面
で
も
01
年
に

は
地
元
経
済
界
・
自
治
体
が
中
部

国
際
空
港
利
用
促
進
協
議
会
を
組

織
し
、積
極
的
に
活
動
し
て
来
た
。

「
開
港
前
も
、名
古
屋
路
線
の
あ
る

全
国
24
都
市
を
訪
れ
、セ
ン
ト
レ
ア

乗
り
継
ぎ
の
海
外
旅
行
を
呼
び
か

け
た
」（
小
笠
原
氏
）と
言
う
。

こ
う
し
た
努
力
も
奏
功
し
て
、

開
港
後
の
利
用
状
況
は
上
々
だ
。

Ｇ.

Ｗ
中
の
ピ
ー
ク
時
に
は
１
日
の

来
港
者
総
数
が
10
万
人
近
く
を
数

え
た
。
今
で
も
平
日
の
見
物
客
の

み
で
約
２
万
人
。
事
前
予
想
で
は
８

千
人
と
い
う
か
ら
人
気
の
ほ
ど
が

分
か
る
。「
飛
行
機
が
す
ぐ
近
く
に

あ
る
、と
い
う
非
日
常
性
が
魅
力

な
の
だ
と
思
う
。リ
ピ
ー
タ
ー
も
多

い
」
と
小
笠
原
氏
。エ
ア
シ
テ
ィ
を

め
ざ
す
セ
ン
ト
レ
ア
に
と
っ
て
、こ
う

し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
は
嬉
し
い

限
り
だ
。

旅
客
・
貨
物
輸
送
の

国
際
拠
点
と
し
て

ACCESS 

愛知高速交通（株）
代表取締役専務
石本俊三氏

1リニモは無人運転で走行するが、万博期間中は添乗員を1人乗せている。2磁力で浮上して走行するリニモ。浮上している
のはわずか6ミリ。それでも走行路の接触・転動がないため、走行が静かで、騒音・振動が少ない。3すべての車両の管理は集中
管理センターのモニターによって管理されている。4「リニモは万博のパビリオンですか？」、という質問がでるほど、万博の風景に
なじんで走行するリニモ。5万博期間中は、土日休日を中心に、ホームには常に人が溢れている状態。ホーム入場前から下車
後まで、係員が常に常駐し、お客さまがスムーズに流れていけるよう、最善の努力を払っている。

セントレア http://www.centrair.jp
リニモ http://www.linimo.jp/
愛・地球博 http://www.expo2005.or.jp/jp/

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
効
果
を

地
域
活
性
化
へ

「
リ
ニ
モ
の
特
徴
は
大
き
く
４
つ
あ

る
」
と
語
る
の
は
、愛
知
高
速
交
通

（
株
）代
表
取
締
役
専
務
の
石
本
俊

三
氏
。
そ
の
話
を
ま
と
め
る
と
、①

快
適
で
あ
る
こ
と
―
浮
上
走
行
の

た
め
騒
音
や
振
動
が
小
さ
く
、乗

り
心
地
も
快
適
。
②
高
性
能
で
あ

る
こ
と
―
高
加
速
・
高
減
速
や
雨

中部国際空港（株）
広報グループリーダー
小笠原裕明氏

工
期
は

わ
ず
か
３
年
弱

地
元
の
ニ
ー
ズ
か
ら

生
ま
れ
た
国
際
空
港

天
時
の
確
実
な
起
動
・
制
動
が
可

能
で
勾
配
に
も
強
い
。
③
環
境
に
や

さ
し
い
―
摩
耗
部
分
も
な
く
、沿

線
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
。
④
安

全
で
あ
る
こ
と
な
ど
―
車
両
が
レ

ー
ル
を
抱
え
込
む
構
造
の
た
め
脱

線
や
転
覆
が
な
く
、保
安
度
を
高

め
た
無
人
運
転
、か
つ
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
。
と
い
う
こ
と
だ
。

愛
知
県
で
は
、大
学
や
研
究
機

関
が
多
い
リ
ニ
モ
の
沿
線
地
帯
一
帯

を「
あ
い
ち
学
術
研
究
開
発
ゾ
ー
ン
」

と
位
置
づ
け
、周
辺
北
・
南
部
地
域

と
と
も
に
学
術
研
究
開
発
拠
点
お

よ
び
居
住
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
地
域
と
し
て
総
合
的
な
整
備
を

進
め
て
い
る
。

も
と
も
と
、リ
ニ
モ
は
こ
の
地
域

の
基
盤
と
な
る
公
共
交
通
機
関
と

し
て
08
年
ま
で
に
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、計
画
段

階
で
愛
知
万
博
の
主
会
場
が
リ
ニ

モ
沿
線
の
青
少
年
公
園
に
変
更
さ

れ
、そ
の
主
要
な
交
通
機
関
と
し
て

急
き
ょ
同
万
博
開
幕
ま
で
に
開
業

を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。「
工

期
は
わ
ず
か
３
年
弱
。こ
れ
ほ
ど
早

く
開
業
出
来
た
鉄
道
は
か
つ
て
な

い
と
思
う
」
と
石
本
氏
。

利
用
者
数
は
開
業
前
の
予
想
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
05
年
度
は

１
日
平
均
５．７
万
人
の
予
想
に
対
し

て
約
7.8
万
人
、万
博
開
幕
後
に
限

る
と
8.9
万
人
を
記
録（
6
月
8
日
現

在
）。
開
業
91
日
目
と
な
る
6
月
4

日
に
は
7
０
０
万
人
を
突
破
し
た
。

そ
の
先
進
性
か
ら
か
、リ
ニ
モ
は
万

博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
、と
感
じ
て
い
る
乗

客
も
多
い
よ
う
だ
。

順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
リ
ニ

モ
だ
が
、真
の
開
業
日
は
万
博
閉
幕

後
と
も
言
え
る
。
愛
知
高
速
交
通

（
株
）で
は
、リ
ニ
モ
を
沿
線
利
用
客

の
足
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
、無

料
駐
輪
場
の
整
備
や
大
学
イ
ベ
ン
ト

時
の
臨
時
電
車
増
発
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
る
。
め
ざ

す
の
は
「
本
来
の
交
通
シ
ス
テ
ム
と

し
て
地
元
と
の
密
着
度
を
強
め
て
い

く
」（
石
本
氏
）こ
と
だ
。

東
海
地
域
の
も
の
づ
く
り
の
産

業
基
盤
の
強
さ
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、愛
知
万
博
、セ
ン
ト

レ
ア
、リ
ニ
モ
と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
は
明
ら
か
だ
。
課
題
は
、こ
の

好
機
を
い
か
に
今
後
に
活
か
し
て
い

く
か
だ
。

元
気
あ
ふ
れ
る
都
市
圏
・
名
古

屋
の
底
力
を
さ
ら
に
磐
石
な
も
の

と
す
る
た
め
に
、セ
ン
ト
レ
ア
、リ
ニ

モ
へ
の
期
待
は
高
ま
る
一
方
だ
。

中
部
国
際
空
港
「
セ
ン
ト
レ
ア
」

空
港
の
あ
る
”ま
ち
“を
実
現
す
る

東
部
丘
陵
線
「
リ
ニ
モ
」

万
博
へ
の「
足
」か
ら
地
域
交
通
の
要
に

1センターピアガーデンは、光が降り注ぐ三層
吹き抜けの開放的な大空間。結婚式やイベ
ントなどが開催される。2全長約300mのス
カイデッキは大パノラマが魅力。飛行機の離
発着や、伊勢湾と鈴鹿の山並みに沈む夕陽
がおすすめ。3国際線と国内線が同じフロ
アの左右に分かれている。出発を３階、到着
を２階と完全分離したわかりやすい構造に。
4～6 4階のスカイタウンに上がると、イベン
トプラザを中心に南側にレンガ通り（表紙）、
北側にちょうちん横町が広がり、テーマパーク
のように61のショップが軒を連ねている。
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み
と
命
の
力
が
あ
る
と
い
う
意
味

で
す
。こ
う
し
た
自
然
の
叡
智
に

学
び
、そ
れ
を
尊
重
し
、人
類
と
自

然
、地
球
が
共
存
す
る
持
続
可
能

な
発
展
の
方
向
を
見
い
出
す
万
博

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
理
念
の
下
、自
然
と

の
共
存
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
今

回
の
会
場
づ
く
り
は
、お
そ
ら
く

万
博
史
上
初
の
試
み
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。

会
場
と
な
る
名
古
屋
東
部
丘

陵
は
、20
世
紀
初
め
に
は
、窯
業
用

の
燃
料
と
し
て
周
辺
の
森
林
伐
採

が
繰
り
返
さ
れ
た
た
め
に
、荒
涼

と
し
た
山
々
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、砂
防
・
治
山
事
業
に

よ
っ
て
現
在
で
は
緑
豊
か
な
丘
陵

が
復
元
さ
れ
、オ
オ
タ
カ
や
ハ
ッ
チ
ョ

ウ
ト
ン
ボ
な
ど
の
希
少
動
物
も
生

息
し
て
お
り
ま
す
。

会
場
作
り
に
あ
た
っ
て
は
、こ
れ

ら
の
生
物
の
生
態
系
も
考
慮
し
て

極
力
改
変
を
少
な
く
し
、起
伏
の

あ
る
地
形
と
自
然
環
境
を
生
か
す

こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

農
業
用
の
た
め
池
も
含
め
て
13
あ

る
池
も
全
て
残
し
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
に
自
然
環
境
を
生
か
し
た
会

場
作
り
は
、従
来
の
万
博
と
の
大

き
な
相
違
点
で
あ
り
ま
す
。

「
愛
・
地
球
博
」の
特
徴
と
魅
力

の
第
1
は
、１
２
０
を
超
え
る
国
と

国
際
機
関
が
参
加
し
て
い
る
こ
と

で
す
。こ
れ
は
、過
去
に
日
本
で
開

催
さ
れ
た
国
際
博
覧
会
で
は
最
高

で
、「
愛
・
地
球
博
」
の
テ
ー
マ
に
対

す
る
諸
外
国
の
関
心
と
期
待
の
表

れ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

第
2
は
、ホ
ス
ト
国
日
本
お
よ

び
国
内
出
展
者
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
素

晴
ら
し
さ
で
す
。
音
楽
家
の
渡
辺

貞
夫
さ
ん
が
総
合
監
督
を
務
め
る
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３
月
25
日
、「
自
然
の
叡
智
」
を

テ
ー
マ
に
「
愛
・
地
球
博
」
が
開
幕

し
て
、
早
２
ヶ
月
半
を
越
え
ま
し

た
。
会
場
は
す
ば
ら
し
い
パ
ビ
リ
オ

ン
の
数
々
と
、数
多
く
の
来
場
者

で
、日
々
活
気
を
帯
び
て
い
ま
す
。

万
国
博
覧
会
は
１
８
５
１
年
の

ロ
ン
ド
ン
万
博
に
始
ま
り
、欧
米
の

主
要
都
市
で
数
年
に
一
度
の
頻
度

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
人
と

万
博
と
の
初
め
て
の
出
会
い
は
、１

８
６
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
博
で
、福

沢
諭
吉
ら
36
人
が
政
府
の
使
節
団

と
し
て
派
遣
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
政
府
と
し
て
の
正
式
参
加

は
、１
８
７
３
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博

が
最
初
で
す
。

わ
が
国
は
１
９
７
０
年
に
ア
ジ
ア

で
初
の
大
阪
万
博
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
時
の
日
本
経
済
は
、高
度
経

済
成
長
の
ピ
ー
ク
に
あ
り
、入
場
者

数
も
６
４
２
２
万
人
と
万
博
史
上

最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
た
20
世

紀
の
万
博
は
、科
学
文
明
を
謳
歌

す
る
と
と
も
に
、国
威
発
揚
の
性

格
を
色
濃
く
持
つ
も
の
で
も
あ
り

わ
が
国
と
万
博
の

出
会
い

日
本
政
府
パ
ビ
リ
オ
ン
、作
家
の
山

根
一
眞
さ
ん
が
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
を
務
め
る
愛
知
県
パ
ビ
リ
オ
ン
、

同
じ
く
歌
手
の
藤
井
フ
ミ
ヤ
さ
ん

に
よ
る
名
古
屋
市
パ
ビ
リ
オ
ン
、そ

し
て
、国
内
の
主
要
企
業
、グ
ル
ー

プ
に
よ
る
９
つ
の
企
業
パ
ビ
リ
オ
ン

は
、い
ず
れ
も
見
応
え
の
あ
る
も
の

で
す
。

第
3
は
未
来
技
術
の
実
験
で

す
。
21
世
紀
の
最
も
大
き
な
課
題

と
し
て
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
枯
渇
や

地
球
温
暖
化
な
ど
へ
の
対
応
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
１
つ
と
し
て
、

ク
リ
ー
ン
で
高
効
率
な
発
電
シ
ス

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、１
９
６
０
年
代

半
ば
に
は
、わ
が
国
で
も
公
害
問

題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
大

阪
万
博
で
は
「
人
類
の
進
歩
と
調

和
」
が
テ
ー
マ
に
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、背
景
に
は
、文
明
の
進
歩
や

科
学
技
術
の
発
展
が
も
た
ら
し
た

公
害
問
題
、あ
る
い
は
南
北
問
題

と
い
っ
た
問
題
を
ど
う
解
決
し
、調

和
あ
る
進
歩
を
実
現
す
る
か
と
い

う
問
題
意
識
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
後
、世
界
経
済
の
発
展
は
、

新
た
な
地
球
規
模
の
環
境
問
題

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、食
糧
な
ど
の
問
題

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、異

文
化
や
宗
教
の
対
立
に
よ
る
地
域

紛
争
な
ど
、新
し
い
問
題
も
出
現

し
て
い
ま
す
。
人
類
は
こ
の
よ
う
な

諸
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

持
続
あ
る
成
長
を
図
る
道
を
真

剣
に
模
索
す
べ
き
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
い
う
時
こ
そ
世
界
が
１
つ

に
な
っ
て
地
球
的
課
題
に
取
り
組

み
、相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
る

場
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

そ
う
し
た
認
識
に
立
ち
、「
愛
・

地
球
博
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
自

然
の
叡
智（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ズ

ダ
ム
）」
と
し
た
わ
け
で
す
。「
自
然

の
叡
智
」
と
は
、自
然
に
は
、そ
れ

が
あ
た
か
も
叡
智
を
持
っ
て
い
る

か
の
ご
と
く
、素
晴
ら
し
い
仕
組

科
学
を
謳
歌
し
た

過
去
の
万
博

自
然
と
の
共
存

め
ざ
す
会
場
づ
く
り

「
愛
・
地
球
博
」の

特
徴
と
魅
力

「
愛
・
地
球
博
」の

成
果
を
上
海
万
博
へ

テ
ム
で
あ
る
燃
料
電
池
発
電
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。「
愛
・
地
球
博
」

で
は
、こ
の
期
待
に
応
え
る
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

第
4
は
、メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る

「
自
然
の
叡
智
」に
直
結
す
る
展
示

や
企
画
を
協
会
自
身
の
大
き
な
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で

す
。グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
ウ
ス
と
い
う
会

場
の
中
心
部
に
位
置
す
る
協
会
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
パ
ビ
リ
オ
ン
は
、会

場
作
り
の
前
か
ら
あ
る
建
物
で
、

万
博
終
了
後
も
再
利
用
す
る
予

定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
5
は
市
民
参
加
で
す
。
21

世
紀
に
は
、市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、Ｎ
Ｇ

Ｏ
な
ど
の
社
会
的
役
割
が
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
を
社
会
に
向
け
て
発
信
す

べ
く
、万
博
史
上
初
め
て
市
民
参

加
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
上
げ
て
お

り
ま
す
。

最
後
の
特
徴
は
、膨
大
な
パ
ビ
リ

オ
ン
展
示
と
並
ん
で
、大
変
盛
り

沢
山
の
行
事
や
催
事
が
、会
場
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。

「
愛
・
地
球
博
」の
来
場
者
は
、

開
催
期
間
の
約
1/3
、60
日
間
で
、

５
０
０
万
人
を
突
破
致
し
ま
し

た
。目
標
は
、国
内
１
３
５
０
万
人
、

海
外
１
５
０
万
人
、
合
計
１
５
０

０
万
人
で
す
が
、も
ち
ろ
ん
そ
れ

以
上
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々

に
ご
来
場
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、「
愛
・
地
球
博
」で
の
取
り

組
み
や
成
果
を
世
界
中
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
、協
会
の
重
要
な
使

命
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
団
体
に
よ
る

学
術
会
議
や
文
化
的
催
し
な
ど
を

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
連

携
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
ほ
か
、幾
つ

か
の
国
際
会
議
を
万
博
会
場
を
舞

台
に
し
て
行
い
、「
愛
・
地
球
博
」の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
中
に
発
信
し

て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、21
世
紀
の
地
球
と

人
類
と
の
共
存
の
姿
や
、こ
れ
か
ら

の
万
博
が
果
た
す
べ
き
新
し
い
役

割
を
示
す
と
と
も
に
、そ
の
成
果

を
２
０
１
０
年
の
上
海
万
博
に
引

き
継
い
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、中
部
地
域
は
も
の
づ

く
り
の
メ
ッ
カ
と
言
わ
れ
、製
造
業

が
大
変
盛
ん
な
地
域
で
す
が
、万

博
を
契
機
に
、ソ
フ
ト
分
野
で
も
産

業
の
厚
み
が
増
し
、ま
た
国
際
化

も
一
層
進
む
と
思
い
ま
す
。
そ
の

玄
関
口
で
あ
る
名
古
屋
の
役
割
は

一
層
高
ま
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、こ
の

効
果
は
中
部
地
域
に
止
ま
ら
ず
、

日
本
全
体
に
波
及
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

メインテーマは「自然の叡智」
――「愛・地球博」とその意義――

豊田 章一郎
2005年日本国際博覧会協会会長
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3
つ
の
目
標
掲
げ

防
災
対
策
に
着
手
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巴
川
製
紙
所
の
主
力
製
品
は
、

特
殊
紙
や
Ｉ
Ｃ
部
材
、液
晶
用
フ

ィ
ル
ム
、複
写
機
ト
ナ
ー
な
ど
で
、

そ
の
供
給
先
は
国
内
は
も
と
よ
り

海
外
に
も
及
ぶ
。
静
岡
市
内
に
あ

る
主
力
２
工
場
は
東
海
地
震
の

想
定
震
源
域
に
入
っ
て
お
り
、も

し
大
地
震
で
罹
災
す
れ
ば
、そ
の

被
害
は
甚
大
な
も
の
と
な
る
。

「
い
ま
大
地
震
が
起
き
た
ら
従

業
員
の
生
命
が
危
な
い
。
ま
た
、当

社
製
品
を
使
う
半
導
体
工
場
も

世
界
中
で
停
止
す
る
。
我
が
社
も

間
違
い
な
く
倒
産
す
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
危
機
感
か
ら
98
年
以
降
、

耐
震
診
断
と
補
強
工
事
を
進
め
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た
」
―
―
今
回
の
Ｃ
Ｄ
Ｆ
の
対
象

と
な
っ
た
巴
川
製
紙
所
社
長
の
井

上
善
雄
氏
は
、防
災
対
策
に
取
り

組
み
始
め
た
理
由
を
そ
う
語
る
。

98
年
当
時
の
同
社
の
経
営
状

態
は
、
連
結
自
己
資
本
比
率

10.8
％
、経
常
利
益
10
億
円
前
後
、

４
０
０
億
円
程
度
の
売
上
に
対

し
て
有
利
子
負
債
が
３
０
０
億
円

を
超
え
る
な
ど
、防
災
投
資
資
金

の
捻
出
は
難
し
い
状
態
だ
っ
た
た

め
、井
上
社
長
の
陣
頭
指
揮
の
下
、

従
業
員
の
人
命
対
策
、製
品
供
給

責
任
、会
社
の
事
業
継
続
の
３
つ

を
目
的
に
、毎
年
少
し
ず
つ
震
災

リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
に
努
め

て
き
た
。

同
社
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の

が
、耐
震
診
断
と
そ
れ
に
基
づ
く

え
て
、静
岡
の
工
場
が
地
震
で
操

業
停
止
し
て
も
お
客
さ
ま
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た
」

（
井
上
氏
）と
言
う
。

し
か
し
、地
震
対
策
は
防
災
計

画
や
行
動
指
針
、耐
震
補
強
策
だ

け
で
は
不
十
分
だ
っ
た
。
被
害
は

軽
減
出
来
る
が
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な

い
こ
と
、
物
流
網
の
寸
断
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
停
止
な
ど
に
よ
る
操

業
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
不
可
避
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、復
旧
資
金

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、財
政
面

に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
す
る

対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要

だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
次
に
着
手
し
た
の
が

工
場
設
備
等
各
種
イ
ン
フ
ラ
の
耐

震
補
強
工
事
だ
。こ
れ
と
並
行
し

て
、罹
災
時
の
従
業
員
の
安
全
確

保
を
最
優
先
と
し
た
行
動
指
針

及
び
罹
災
後
の
復
旧
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
等
、各
種
施
策
を
統
合
的
・

継
続
的
に
実
施
し
て
き
た
。

特
に
重
視
し
た
の
が
、製
品
の

安
定
供
給
に
対
す
る
中
間
素
材

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
社
会
的
責
任

だ
。
同
社
の
製
品
品
目
数
は
約
１

万
６
千
点
に
も
及
ぶ
。
そ
の
中
で
、

主
力
製
品
の
１
つ
で
半
導
体
の
中

核
材
料
と
な
る
リ
ー
ド
フ
レ
ー
ム

固
定
用
テ
ー
プ
は
国
際
規
格
と
し

て
世
界
シ
ェ
ア
90
％
を
有
し
て
お

り
、安
定
供
給
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。「
こ
の
た
め
、市
場
占
有
率

の
高
い
電
子
材
料
に
つ
い
て
は
仕

上
げ
工
程
を
茨
城
工
場
に
移
管

し
、約
２
カ
月
分
の
半
製
品
を
蓄

地
震
リ
ス
ク
に
対
す
る
財
政
強
化

策
の
策
定
だ
。
01
年
に
は
製
造
設

備
の
損
害
を
補
償
す
る
地
震
保

険（
補
償
額
30
億
円
）に
加
入
、04

年
に
は
罹
災
に
よ
る
利
益
の
損
失

を
補
償
す
る
地
震
利
益
保
険（
６

億
円
）に
も
加
入
し
た
。

最
大
の
課
題
は
資
金
繰
り
だ

っ
た
。
震
災
直
後
は
売
上
債
権
が

回
収
さ
れ
る
が
、数
カ
月
後
に
資

金
不
足
に
陥
る
。
地
震
保
険
金

も
支
払
わ
れ
る
ま
で
に
は
数
カ
月

か
ら
最
大
１
年
を
要
す
る
。「
そ

こ
で
資
金
繰
り
を
把
握
す
る
た

め
に
操
業
停
止
を
想
定
し
資
金

繰
り
表
を
作
成
。
想
定
不
足
資

金
相
当
額
に
見
合
う
優
良
手
形

の
保
有
、お
よ
び
現
預
金
の
積
み

増
し
を
実
施
し
、ま
た
、主
力
銀

行
に
資
金
移
動
表
を
開
示
し
、地

震
が
起
こ
っ
た
場
合
の
手
形
割
引

（株）巴川製紙所取締役社長

井上 善雄氏

「地震リスクへの備え」DBJ SPECIAL 1 

世界有数の地震国日本。東海地震など大地震の発生が予想

される中、防災への取り組みが緊急の課題となっている。こうし

た中でＤＢＪは、静岡市に生産拠点を持ち、製紙、化成品、電子材

料事業等を手がける（株）巴川製紙所（本社：東京都中央区、以

下「巴川製紙所」）に対して、みずほ証券（株）、三井住友海上火

災保険（株）（以下「三井住友海上」）、（株）静岡銀行（以下、「静

銀」）とともにローン・アレンジャーとして協調し、地震災害時発動

型ファイナンス（Contingent Debt Facility、以下「ＣＤＦ」）を組

成した。これによって、巴川製紙所は東海地震など大地震発生

時に、復旧投資等を速やかに実施するための資金を無担保・無

保証で確保することが出来る。地震災害時発動型ファイナンス

の先行事例となったＣＤＦ組成のプロセスを追った。

地震災害時発動型ファイナンス

企業の防災対策を支援

R E P O RT

地
震
リ
ス
ク
に
対
す
る

財
政
強
化
策
を
構
築

「地震リスクへの対応は国家的課題。こ
の種のリスクは民間では取りきれない。Ｄ
ＢＪはまさに、政策金融機関としての役割
を果たしたと感じている。ＤＢＪなくしては
このＣＤＦは実現出来なかった」

実
施
の
要
請
を
行
っ
た
」（
井
上

氏
）。資

金
繰
り
を
確
保
す
る
一
方

で
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
。
あ
ま
り

積
み
増
し
が
多
く
な
る
と
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
が
膨
張
し
、Ｒ
Ｏ
Ａ（
総

資
産
利
益
率
）
が
悪
化
。
ひ
い
て

は
、株
価
の
低
下
に
も
つ
な
が
り
、

資
金
調
達
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
し

ま
う
。

何
と
か
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
流

動
性
資
金
の
確
保
は
出
来
な
い

か
。
対
策
を
模
索
す
る
中
で
、み
ず

ほ
証
券
か
ら
提
案
さ
れ
た
の
が
、

代
替
的
リ
ス
ク
移
転
方
法

（A
lternative

R
isk
T
ransfer

（
注
1
）
以
下
「
Ａ
Ｒ
Ｔ
」）と
い
う
考
え

方
の
１
つ
で
あ
る
Ｃ
Ｄ
Ｆ
の
原
型
と

な
る
プ
ラ
ン
だ
っ
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｆ
を
使

え
ば
そ
れ
ま
で
の
手
元
キ
ャ
ッ
シ
ュ

の
確
保
、コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン

巴川製紙所静岡事業所全景

【耐震補強例】上：既存スタンションの両脇に新しいスタ
ンションを増設　中：ブレースの増設による耐震補強
下：複数のコーターをフレームで連結させ、耐震性を向上
させる

上：世界シェア90％を有する半導体の中核材料となるリードフレーム
固定用テープ 下：純正品複写機用のフルカラートナー
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R E P O RT

（注１）ART
ＡＲＴとはデリバティブや証券化などの金融技術
を活用することにより、従来の損害保険にはない
特徴をもって企業財務の安定化をサポートする先
進的なリスクヘッジ手法のこと。

（注2）コンティンジェント・キャピタル
コンティンジェント・キャピタルとは、巨大災害等の
発生を条件とした所要資金調達手段を予め確保
する方法。資金の調達形態によって、コンティン
ジェント・デット（借入、社債発行など負債によっ
て調達する）、コンティンジェント・エクイティ（株式
発行によって調達するもの）の２つに区分される。

（注3）（株）応用アール・エム・エス
（株）応用アール・エム・エスが提供するモデル
「Risk Rink」はスタンフォード大学で開発され、
米・RMS社で実用化された自然災害損失予測
システム。世界各国におけるさまざまな自然災害
（地震・台風・竜巻・ひょう・洪水等）のリスク分
析・評価に活用されている。

（注4）コミットメント契約
通常のコミットメントライン契約では、地震等の大
規模天災時には、金融機関の貸付義務が免除
される条項が置かれるのが一般的。

「地震リスクへの備え」DBJ SPECIAL 1 

オリジネーター 
（巴川製紙所） 

債務保証 

ローン予約 ローン 

ローン 

債務保証委託 

Contingent Debt Facilityの仕組み図 

地震リスク分析 
（応用RMS） 

アドバイザー 
（みずほ証券） 

震災発生時：貸出実行 

三井住友海上　静岡銀行 

一般投資家 

DBJ

安全資産 

SPC
る
と
い
う
も
の
だ
。

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
の
ア
レ
ン

ジ
ャ
ー
を
担
当
し
た
の
は
、
三
井

住
友
海
上
、静
銀
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
。こ
の

う
ち
、
三
井
住
友
海
上
と
静
銀

は
、シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
に
お
い
て
投

資
家
と
し
て
資
金
供
給
を
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
は
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
委
託
を
受
け
て
C

D
F
金
額
全
体
の
75
%
に
あ
た

る
30
億
円
に
つ
い
て
債
務
保
証
を

行
っ
て
い
る
。

本
Ｃ
Ｄ
Ｆ
の
導
入
に
よ
る
経
済

効
果
に
つ
い
て
巴
川
製
紙
所
で

は
、
現
預
金
の
圧
縮
、
手
形
債
権

の
流
動
化
推
進
な
ど
に
よ
る
財

務
の
健
全
性
の
向
上
、資
金
効
率

の
向
上
な
ど
を
挙
げ
る
。
そ
の
上

で
、Ｃ
Ｄ
Ｆ
を
含
め
た
防
災
対
策

の
現
状
に
つ
い
て
井
上
氏
は
「
会

社
を
潰
さ
ず
、供
給
責
任
を
果
た

せ
る
状
態
は
確
保
し
た
」
と
、７

年
前
に
掲
げ
た
目
標
に
近
付
き

つ
つ
あ
る
と
の
認
識
を
示
す
。

ま
た
、今
後
に
つ
い
て
は
、「
さ
ら

に
防
災
対
策
を
強
化
す
る
こ
と

で
地
震
保
険
料
や
Ｃ
Ｄ
Ｆ
の
借
入

限
度
額
の
軽
減
に
努
め
、財
務
体

質
の
強
化
を
図
り
た
い
」（
同
）と

言
う
。
同
社
は
14
年
に
創
業
１
０

０
年
を
迎
え
る
。「
今
後
９
年
間

は
成
長
志
向
。
特
に
向
こ
う
５
年

間
は
海
外
展
開
を
含
め
積
極
投

資
で
い
く
」（
同
）
と
し
て
い
る
だ

け
に
、
過
去
７
年
間
の
防
災
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
成
功
は
、
同
社
の
今

後
の
事
業
展
開
に
大
き
な
安
心

材
料
と
な
っ
て
い
る
。

巴
川
製
紙
所
の
よ
う
に
、主
体

的
に
防
災
へ
取
り
組
む
企
業
は
稀

で
あ
り
、
多
く
の
企
業
に
と
っ
て

は
、短
期
的
に
は
投
資
効
果
が
明

ら
か
で
な
い
防
災
へ
の
取
り
組
み

（
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）を
積
極
的

に
進
め
る
の
は
難
し
い
の
が
実
情
。

だ
が
、地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
リ
ス
ク
に
遭
遇
し
た
際
に
出

来
る
だ
け
短
期
間
で
事
業
を
復

旧
さ
せ
る
こ
と
は
、企
業
経
営
上

は
も
ち
ろ
ん
、企
業
の
社
会
的
責

任
投
資（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）の
観
点
か
ら
も

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

首
都
圏
や
東
海
地
方
を
対
象

と
し
た
企
業
向
け
地
震
保
険
の

確
保
が
困
難
に
な
る
中
、今
回
の

Ｃ
Ｄ
Ｆ
は
、同
様
の
課
題
を
抱
え

る
企
業
に
と
っ
て
１
つ
の
ヒ
ン
ト
と

な
る
は
ず
だ
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
今
後
も
、

こ
う
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み

を
通
じ
て
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
固
有
の
経

営
課
題
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
専

門
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
多
面

的
な
連
携
に
よ
っ
て
、企
業
の
資
金

調
達
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く

方
針
だ
。

地
震
リ
ス
ク
の
定
量
評
価
に
お

い
て
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し

た
の
が
、
自
然
災
害
リ
ス
ク
の
分

析
・
評
価
の
専
門
機
関
で
あ
る

（
株
）応
用
ア
ー
ル
・
エ
ム
・
エ
ス（（
注
3
）

以
下
「
応
用
Ｒ
Ｍ
Ｓ
」）に
よ
る
分

析
で
、そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の
大
地

震
の
場
合
で
も
、耐
震
補
強
工
事

実
施
に
よ
っ
て
建
物
倒
壊
・
崩
壊

の
確
率
は
非
常
に
低
く
、事
業
継

続
に
と
っ
て
致
命
的
と
な
り
得
る

損
害
の
生
じ
る
リ
ス
ク
は
相
当
程

度
軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
、さ
ら
な

る
リ
ス
ク
低
減
に
向
け
て
投
資
効

率
の
高
い
補
強
が
有
効
で
あ
る
こ

と
だ
。
こ
の
分
析
結
果
に
基
づ
い

て
、バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
内
在
す
る

地
震
リ
ス
ク
を
定
量
的
に
と
ら
え

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
１
年
以
上
に
及
ぶ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
結
果
、仕
上

が
っ
た
ス
キ
ー
ム
は
次
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た（
上
図
参
照
）。
特
別
目

的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）を
設
立
し
、こ

の
Ｓ
Ｐ
Ｃ
に
対
し
て
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

団
が
最
大
復
旧
資
金
所
要
額
40

億
円
の
ロ
ー
ン
を
供
与
、Ｓ
Ｐ
Ｃ
は

安
全
資
産
で
運
用
す
る
。
巴
川
製

紙
所
は
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
融
資
予
約
契
約

（
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン（
注
4
）
）を

結
び
、実
際
に
大
地
震
が
起
き
て

資
金
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、Ｓ

Ｐ
Ｃ
か
ら
40
億
円
を
上
限
と
す

る
融
資
が
自
動
的
に
受
け
ら
れ

問
わ
れ
る
企
業
の

防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
感
じ
た
。
日
本

に
本
格
的
な
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン

ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
市
場
を
創
る
こ
と

が
出
来
る
と
期
待
し
て
、意
欲
的

に
取
り
組
ん
だ
」
と
語
る
。

Ｃ
Ｄ
Ｆ
組
成
の
大
前
提
と
な
る

巴
川
製
紙
所
の
防
災
対
策
と
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
意
識
に
つ
い
て

は
「
ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の

強
さ
が
群
を
抜
い
て
お
り
、定
性

面
で
懸
念
す
べ
き
点
は
な
か
っ

た
」
（
同
）
と
高
く
評
価
。
そ
し

て
、最
大
の
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
た
投

資
家
か
ら
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
保
証
こ
そ
が
最
大
の

条
件
と
考
え
た
」（
同
）と
言
う
。

「
ゼ
ロ
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
投

資
家
か
ら
の
理
解
を
得
る
の
は
不

可
能
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
保
証
が
あ
れ
ば
、

投
資
家
は
つ
い
て
く
る
と
判
断
し

た
。
政
策
金
融
の
観
点
か
ら
本
ロ

ー
ン
の
価
値
や
評
価
モ
デ
ル
の
リ

ス
ク
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
ら
、

こ
の
案
件
は
ク
ロ
ー
ズ
出
来
る
と

思
っ
て
い
た
」（
同
）
と
当
時
の
心

境
を
明
か
す
。

日
本
で
前
例
の
な
い
Ｃ
Ｄ
Ｆ
組

成
上
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
震
に
よ

る
物
的
・
財
務
的
ダ
メ
ー
ジ
の
定

量
的
評
価
が
出
来
る
か
と
い
う

点
だ
。

リ
ス
ク
の

定
量
評
価
は
可
能
か

契
約
、地
震
保
険
で
は
対
応
で
き

な
い
資
金
調
達
ニ
ー
ズ
を
オ
フ
バ
ラ

ン
ス
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
。

約
１
年
間
に
わ
た
っ
て
、
巴
川

製
紙
所
、
投
資
家
双
方
が
納
得

す
る
Ｃ
Ｄ
Ｆ
の
ス
キ
ー
ム
作
り
が

進
め
ら
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ド
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に

多
く
の
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

Ｄ
Ｂ
Ｊ
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
に
も
詳
し
い
三

井
住
友
海
上
、
巴
川
製
紙
所
の

コ
ア
バ
ン
ク
の
１
行
で
あ
る
静
銀

に
対
し
て
共
同
検
討
要
請
が
行

わ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、三
井
住
友
海
上
は

他
社
に
先
駆
け
て
Ａ
Ｒ
Ｔ
分
野
に

取
り
組
み
、天
候
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
や

地
震
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
な
ど
自
然
災

害
関
連
の
金
融
商
品
を
我
が
国

で
初
め
て
成
約
し
た
実
績
を
持

つ
。
す
で
に
02
年
か
ら
、Ｃ
Ｄ
Ｆ
の

基
本
と
な
る
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン

ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル（C

o
n
tin
g
e
n
t

C
a
p
ita
l

（
注
2
）
）の
商
品
化
研
究

を
開
始
、
国
内
の
地
震
専
門
機

関
や
海
外
の
投
資
家
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
続
け
て
い
た
。

金
融
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
の
早
川

琢
磨
氏
は
、「
依
頼
を
受
け
て
、こ

れ
こ
そ
ま
さ
に
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン

三井住友海上火災保険（株）
金融ソリューション部
金融ソリューション開発グループ課長

早川 琢磨氏

「ＤＢＪは、本ファイナンス全体を通じて
非常にバランスの良い判断と仕切りを
行った。ＤＢＪは一貫してチャレンジング
な案件に取り組んでいるし、その存在意
義や価値は一段と高まっていると思う」

巴川製紙所の主要事業所と過去の発生地震

Ｃ
Ｄ
Ｆ
組
成
に
向
け
て

共
同
検
討
を
要
請
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吸
っ
て
い
る
あ
い
だ
、母
親
は
子
供
の

身
体
を
舐
め
た
り
し
な
が
ら
じ
っ

と
待
っ
て
い
る
。
時
に
は
、子
供
の
ト

ナ
カ
イ
が
な
か
な
か
乳
を
飲
も
う

と
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。そ
ん
な
時
、

母
親
は
い
っ
た
ん
そ
の
場
を
離
れ
、

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
再
び
子
供
の

も
と
へ
戻
る
、と
い
う
行
動
を
と
る
。

そ
う
し
て
、最
終
的
に
は
、ち
ゃ
ん

と
乳
を
吸
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

授
乳
が
終
わ
る
と
、母
親
は
地
面

の
雪
を
前
脚
で
掘
り
、そ
の
下
に
生

え
て
い
る
大
好
物
の
ト
ナ
カ
イ
ゴ
ケ

を
食
べ
始
め
た
。
誰
に
教
わ
る
で
も

な
く
、母
子
の
ト
ナ
カ
イ
は
、永
々
と

自
然
の
営
み
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
１
か
月
の
間
に
2
0
0

頭
近
い
ト
ナ
カ
イ
の
子
供
が
生
ま

れ
る
と
い
う
。
遊
牧
民
た
ち
の
夢

は
、ト
ナ
カ
イ
の

数
が
増
え
る
こ

と
だ
。
だ
が
、ソ

連
の
崩
壊
後
、生

活
が
苦
し
く
な

る
に
し
た
が
っ
て
、

オ
オ
カ
ミ
な
ど
の

外
敵
の
増
加
を

防
ぎ
き
れ
な
く

な
り
、ト
ナ
カ
イ

の
数
は
激
減
し

た
。ソ
連
時
代
の

頭
数
ま
で
回
復

す
る
に
は
、ま
だ

ま
だ
時
間
が
か

か
り
そ
う
だ
。
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1949年東京生まれ。71年一橋大学在学中、アマゾン全域踏

査隊長としてアマゾン川全域を下る。以来25年間に32回、通

算10年間以上にわたり南米への旅を重ねる。93年からは、東

アフリカで生まれた人類が、シベリア、アラスカ経由で南米最

南端まで行った旅路“グレートジャーニー”5万キロを逆ルート

でたどる旅に挑み、2002年2月に最終目的地タンザニアへ到

着。著書「インカの末裔と暮らす」文英堂、「『原住民』の知

恵」光文社知恵の森文庫など多数。

写真は全て本人による撮りおろし。

地 球 視 考

探
検
家
・
医
師

冬
の
間
、ト
ナ
カ
イ
飼
育
を
し
て

い
る
シ
ベ
リ
ア
先
住
民
コ
リ
ャ
ー
ク
た

ち
と
ト
ナ
カ
イ
ぞ
り
に
乗
っ
て
旅
を

し
た
。
そ
の
時
「
１
年
を
通
じ
て
一

番
好
き
な
季
節
は
い
つ
か
」
と
尋
ね

る
と
、み
ん
な
が
「
春
」
と
答
え
た
。

「
ト
ナ
カ
イ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

る
春
が
い
い
。
そ
の
季
節
は
、魚
も

よ
く
捕
れ
る
し
、動
物
た
ち
も
動

き
が
活
発
に
な
っ
て
、南
に
行
っ
て
い

た
渡
り
鳥
も
帰
っ
て
来
る
。
狩
り
に

も
最
適
な
季
節
だ
か
ら
ね
」

４
月
中
旬
、私
は
ト
ナ
カ
イ
の
出

産
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
遊
牧
民

の
キ
ャ
ン
プ
に
戻
っ
た
。コ
リ
ャ
ー
ク

た
ち
は
ち
ょ
う
ど
冬
営
地
か
ら
、彼

ら
の
本
拠
地
で
あ
る
ミ
キ
ノ
村
ま
で

移
動
す
る
時
期
だ
っ
た
。

移
動
中
も
、ト
ナ
カ
イ
の
群
れ
の

す
ぐ
脇
に
、ス
ト
ー
ブ
付
き
の
キ
ャ

ン
バ
ス
地
の
テ
ン
ト
を
張
る
。
子
供

の
ト
ナ
カ
イ
に
と
っ
て
は
、オ
オ
カ
ミ

だ
け
で
な
く
、キ
ツ
ネ
や
カ
ラ
ス
も

脅
威
と
な
る
。
遊
牧
民
た
ち
は
、昼

夜
を
通
し
て
外
敵
か
ら
ト
ナ
カ
イ

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

ま
た
、注
意
し
て
い
な
い
と
、大
人
の

ト
ナ
カ
イ
が
子
供
の
ト
ナ
カ
イ
を

踏
み
殺
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。
だ
か
ら
、こ
の
時
期
は
、母

子
の
ト
ナ
カ
イ
を
群
れ
か
ら
離
し

て
個
別
に
世
話
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
人
間
と
テ
ン
ト
な
ど
の
荷

物
は
ト
ナ
カ
イ
ぞ
り
で
運
ぶ
が
、１

日
の
移
動
距
離
は
わ
ず
か
５
〜
６

キ
ロ
、し
か
も
１
日
進
ん
だ
ら
２
〜

３
日
休
む
、と
い
う
ゆ
っ
く
り
し
た

ペ
ー
ス
で
移
動
す
る
。

途
中
、ト
ナ
カ
イ
の
出
産
を
見
た
。

ま
ず
、赤
ち
ゃ
ん
ト
ナ
カ
イ
の
前
脚
２

本
が
出
て
き
て
、続
い
て
頭
が
出
る
。

そ
れ
か
ら
少
し
時
間
が
か
か
る
。
母

親
の
ト
ナ
カ
イ
は
立
ち
上
が
っ
た
ま

ま
、狭
い
範
囲
を
歩
き
回
る
。
徐
々

に
赤
ち
ゃ
ん
の
全
身
が
現
わ
れ
、や

が
て
雪
原
に
産
み
落
と
さ
れ
る
。
赤

ち
ゃ
ん
ト
ナ
カ
イ
は
、す
ぐ
に
は
立

ち
上
が
れ
な
い
。
ま
だ
濡
れ
て
い
る
。

寒
い
中
で
の
出
産
だ
。
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
は
ボ
ッ
ー
と
湯
気
が
立
ち
上
っ
て

い
る
。
母
親
は
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
を

舐
め
ま
わ
す
。
子
供
は
前
脚
を
突
っ

張
っ
て
、必
死
に
立
と
う
と
す
る
が
、

支
え
き
れ
ず
に
よ
ろ
け
て
倒
れ
る
。

母
親
は
ま
た
何
度
も
子
供
の
身
体

の
匂
い
を
嗅
ぎ
、舐
め
る
。
そ
の
う

ち
に
、自
分
が
産
み
落
と
し
た
胎
盤

を
ペ
ロ
リ
と
食
べ
て
し
ま
っ
た
。

１
時
間
ほ
ど
し
て
、子
供
の
ト
ナ

カ
イ
が
よ
う
や
く
立
ち
上
が
っ
た
。

す
る
と
、母
親
は
少
し
だ
け
子
供
か

ら
離
れ
る
。
子
供
は
そ
れ
を
追
い
か

け
て
歩
き
出
そ
う
と
す
る
が
、や
っ

ぱ
り
よ
ろ
け
て
倒
れ
て
し
ま
う
。
再

び
立
ち
上
が
り
、や
っ
と
の
こ
と
で

追
い
つ
く
が
、母
親
は
さ
ら
に
前
に

歩
き
出
す
。
そ
う
や
っ
て
少
し
ず
つ

距
離
を
延
ば
し
て
行
く
。４
〜
５
時

間
も
経
つ
と
、子
供
の
ト
ナ
カ
イ
は
、

自
分
だ
け
で
自
由
に
走
り
ま
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

母
親
は
、だ
い
た
い
２
時
間
に
１

回
の
割
合
で
、子
供
の
ト
ナ
カ
イ
に

乳
を
与
え
る
。
子
供
が
自
分
の
腹

の
あ
た
り
を
突
っ
つ
く
よ
う
に
乳
を

Y o s h i h a r u  S e k i n o

オオカミからトナカイを守るため、
焚き火を起こして不寝番をする

母親の乳を飲んで休む子トナカイ

満月の春のトナカイ放牧地
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地
場
企
業
14
社
の

高
い
技
術
力
を
結
集

地域経済の自立的発展に不可欠なのが、地場企業の成長・発展だ。ＤＢＪでは、長野県諏訪地域の地場中堅・中小企業

が共同で新製品を開発・事業化する主体的な取り組みを支援するため、しんきん信託銀行の協力のもと、地元金融機関

の八十二銀行、諏訪信用金庫とともに、円滑な資金供給を目的とした独自のスキームを構築し、融資を実行した。

「新しい地域金融」DBJ SPECIAL 2 R E P O RT

長
野
県
諏
訪
地
域
の
奇
祭
に

因
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
「
Ｓ
u
w
a

一
の
柱
フ
ァ
ン
ド
」（
以
下
「
Ｓ
u
w

a
フ
ァ
ン
ド
」）に
は
、地
域
の
自
立

を
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
柱
」

が
林
立
す
る
よ
う
に
と
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
支
援
対

象
は
、地
場
企
業
が
出
資
す
る
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の（
株
）Ｓ
・
Ｉ
・
Ｖ

お
よ
び
主
要
株
主
と
し
て
同
社
を

支
え
る
地
場
５
社
グ
ル
ー
プ
だ
。

共
同
事
業
化
に
至
る
経
緯
を
見
て

お
こ
う
。

自
分
た
ち
で
製
品
を
作
り
、自

分
た
ち
で
売
っ
て
い
こ
う
―
―
長

年
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の
下
請
け
と

し
て
精
密
部
品
加
工
業
等
を
営

ん
で
来
た
下
諏
訪
の
地
場
企
業
の

間
で
、そ
ん
な
声
が
上
が
っ
た
の
は

今
か
ら
約
３
年
前
。
背
景
に
あ
っ

た
の
は
、大
手
メ
ー
カ
ー
の
海
外
進

出
に
よ
る
受
注
量
の
激
減
だ
。
戦

前
の
生
糸
、
戦
後
の
カ
メ
ラ
や
腕

時
計
、
最
近
で
は
デ
ジ
タ
ル
家
電

な
ど
常
に
海
外
と
の
競
争
を
切
り

抜
け
世
界
的
な
地
歩
を
築
い
て
き

た
当
地
に
あ
っ
て
も
、グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、中
国
な
ど
と
の
競
争
に

伍
し
て
い
く
に
は
競
争
相
手
に
は

出
来
な
い
モ
ノ
や
「
価
値
」
を
当
地

で
創
り
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
呼

び
か
け
に
賛
同
し
た
14
社
に
よ
っ

て
、
03
年
８
月
、
共
同
事
業
会
社

「（
株
）Ｓ
・
Ｉ
・
Ｖ（S

h
im
osu
w
a

In
d
u
stry

V
en
tu
re

）」（
以
下

「
Ｓ
・
Ｉ
・
Ｖ
」）が
設
立
さ
れ
た
。
14

社
は
そ
れ
ぞ
れ
、
精
密
金
型
、
絞

り
・
切
削
・
プ
レ
ス
加
工
、精
密
組

立
な
ど
に
優
れ
た
技
術
を
持
ち
、

大
手
メ
ー
カ
ー
の
信
頼
も
厚
い
。

「
そ
ん
な
各
社
の
力
を
集
結
す
れ

ば
、他
に
類
を
見
な
い
完
成
品
の

一
つ
や
二
つ
は
創
り
出
せ
る
と
考

え
、そ
の
機
能（
共
同
事
業
会
社
）

を
用
意
し
た
」
と
Ｓ
・
Ｉ
・
Ｖ
社
長

の
中
村
博
洋
氏
は
言
う
。

Ｓ
・
Ｉ
・
Ｖ
で
は
、３
つ
の
製
品
目

標
を
掲
げ
、研
究
・
開
発
に
取
り
組

ん
だ
。
小
型
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー（
注
1
）
、

小
型
ス
ラ
イ
ダ
ー（
位
置
決
め
装

置
）、波
動
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
。
専
務
取

締
役
事
業
部
長
の
椎
村
尚
平
氏

は
、「
ど
う
い
う
製
品
を
作
る
か
メ

ン
バ
ー
企
業
か
ら
募
集
し
、自
分
た

ち
に
し
か
出
来
な
い
も
の
に
的
を

絞
っ
た
」
と
自
信
を
示
す
。

読
み
は
当
た
っ
た
。
生
産
ラ
イ
ン

の
セ
ル
化（
注
2
）
、省
エ
ネ
・
省
ス
ペ
ー

ス
等
に
対
す
る
生
産
現
場
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
、小
型
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
お
よ
び
ス
ラ
イ
ダ
ー
の

開
発
・
販
売
は
順
調
に
進
ん
だ
。
ま

た
、コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
の
強
化
、コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
機
構

を
応
用
し
た
医
療
用
携
帯
酸
素

発
生
機
の
大
手
メ
ー
カ
ー
と
の
共

同
開
発
体
制
の
整
備
に
着
手
す
る

な
ど
、事
業
化
に
向
け
て
着
実
な

成
果
を
あ
げ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
事
業
展
開
は
順
調

に
推
移
し
た
が
、問
題
と
な
っ
た
の

は
資
金
調
達
だ
。
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
強
化
の
た
め
の
金
型
投
資
、Ｏ
Ｅ

Ｍ
生
産
拡
大
に
伴
う
運
転
資
金
、

研
究
開
発
資
金
な
ど
を
ど
の
よ
う

に
調
達
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。

Ｓ
・
Ｉ
・
Ｖ
は
先
年
、創
業
資
金

の
一
部
を
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
引
受
け
に
よ
る
社
債
で
調
達
し

て
お
り
、そ
の
金
利
負
担
や
元
本

償
還
に
よ
る
資
金
繰
り
を
考
え

て
、既
存
株
主
に
よ
る
増
資
や
補

助
金
等
に
よ
る
調
達
を
指
向
し
た

が
、Ｓ
・
Ｉ
・
Ｖ
株
主
の
中
に
は
、手

元
資
金
か
ら
の
増
資
資
金
の
捻
出

が
困
難
な
企
業
も
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、Ｓ
・
Ｉ
・
Ｖ
の
共
同
事

業
が
、長
野
県
の「
草
の
根
創
業
フ
ァ

ン
ド
」の
支
援
対
象
に
採
択
さ
れ
る

可
能
性
が
高
ま
る
な
か
、そ
の
支
援

方
法
は
、直
接
事
業
者
に
対
し
て
資

金
支
援
を
行
う
の
で
は
な
く
、地
域

企
業
群
が
設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
を
介

し
て
行
う
と
い
う
制
度
運
用
で
あ
っ

た
た
め
、県
資
金
の
受
け
皿
と
な
る

フ
ァ
ン
ド
の
組
成
が
必
要
だ
っ
た
。

他
で
は
出
来
な
い

3
つ
の
製
品
を
目
標
に
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Ｓuwa一の柱ファンド

独自のスキームで
地場企業の共同事業を支援

（株）Ｓ・Ｉ・Ｖ代表取締役社長

中村 博洋氏

（注１）小型コンプレッサー
圧縮した空気を送り出すことで工作機械を動か
す。当社製品は、可動式、小型、低騒音といった
特徴を有しており、直接機械周辺への設置が可
能なため工場内の配管が不要となり、省エネ・省
スペースの実現やフレキシブル生産（機動的な製
造ラインの見直し）の確立に寄与。

（注2）ラインのセル化
セル生産とは製造ラインにおいて、１人ないし数人の
作業者が１つの製品を作り上げる自己完結性の高い
生産方式で、変種変量生産に柔軟に対応が可能。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
Ｄ
Ｂ

Ｊ
で
は
、

①
フ
ァ
ン
ド
資
金
は
「
草
の
根
創

業
フ
ァ
ン
ド
」
か
ら
の
出
資
金
に
加

え
、５
社
グ
ル
ー
プ
等
か
ら
の
資
金
、

そ
し
て
金
融
機
関
か
ら
の
融
資

に
よ
っ
て
確
保
す
る
、

②
Ｓ
・
Ｉ
・
Ｖ
の
増
資
の
引
き
受

け
手
と
な
る
５
社
グ
ル
ー
プ
が
、本

共
同
事
業
を
最
後
ま
で
支
え
続
け

る
と
い
う
意
志
を
明
確
に
す
べ
く

債
務
の
一
部
に
つ
き
相
互
に
連
帯

保
証
を
行
い
、フ
ァ
ン
ド
か
ら
融
資

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
資
資

金
を
調
達
す
る
、

と
い
う
内
容
の
ス
キ
ー
ム（
下
図
参

照
）を
構
築
し
、関
係
者
と
の
調
整

を
進
め
た
。

フ
ァ
ン
ド
ス
キ
ー
ム
は
、事
業
者

お
よ
び
金
融
機
関
双
方
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
事

業
者
に
と
っ
て
は
、
担
保
資
産
に

乏
し
い
創
業
間
も
な
い
複
数
地

場
企
業
等
に
よ
る
共
同
開
発
事

業
に
対
し
、円
滑
か
つ
低
利
な
資

金
供
給
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に

く
わ
え
、事
業
の
多
角
化
に
応
じ

た
、関
係
者
間
で
の
リ
ス
ク
・
リ
タ

ー
ン
の
配
分
の
明
確
化
、参
加
各

社
の
事
業
完
遂
意
欲
の
向
上
等

様
々
だ
。

ま
た
、金
融
機
関
に
と
っ
て
は
、

事
業
者
、金
融
機
関

双
方
に
メ
リ
ッ
ト

株式会社 S・I・V

（有）中村製作所、（株）ヤマト、（株）長野サンコー、共友電材工業（有）、（有）黒栄工業 

新規出資（普通株式） 

融資 返済 

金銭信託 配当 

返済 

シ・ローン 

○小型コンプレッサーの開発～販売 
○携帯用酸素発生装置の開発～生産 

スキーム図 

金銭信託 配当 

信託勘定（しんきん信託銀行）　［Suwaファンド］ 

長野県（草の根創業支援） 上記SIV参加企業5社・（株）S・I・V

八十二銀行 

諏訪信用金庫 

DBJ

共同指図委任 

諏訪大社の御柱。
ファンドの名称の由来となっている。
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今
回
、リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン

キ
ン
グ
推
進
の
観
点
か
ら
Ｓ
u
w
a

フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
協
調
融
資
に
参

加
し
た
の
が
、地
元
金
融
機
関
の
八

十
二
銀
行
と
諏
訪
信
用
金
庫
だ
。

八
十
二
銀
行
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
株
式
未
公
開
の
中
堅
・
中

小
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
資
金
供
給

の
円
滑
化
を
目
的
と
す
る
投
資
事

業
有
限
責
任
組
合
法
の
成
立（
98

年
）以
前
の
96
年
に
、第
１
号
の
投

資
フ
ァ
ン
ド
を
地
域
金
融
機
関
と

し
て
は
全
国
的
に
も
早
い
時
期
に

組
成
。
以
来
、昨
年
ま
で
に
５
本
の

フ
ァ
ン
ド
組
成
を
行
っ
て
い
る
。Ｓ
・

Ｉ
・
Ｖ
に
対
し
て
も
、03
年
11
月
に

組
成
し
た
普
通
社
債
型
フ
ァ
ン
ド

で
第
１
号
の
投
資
実
績
を
持
つ
。

Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
フ
ァ
ン
ド
へ
の
参
加
の
理

由
に
つ
い
て
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
営
業

部
の
市
瀬
昌
之
氏
は
、「
前
例
の
な

い
ス
キ
ー
ム
な
が
ら
リ
ス
ク
が
平
準

化
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
に
対
す
る
新
し
い
資
金
供
給

ス
キ
ー
ム
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と

し
て
の
意
味
合
い
も
あ
り
、取

り
組
む
価
値
が
あ
る
と
判
断

し
た
」
と
語
る
。

諏
訪
信
用
金
庫
も
、１
９
３

７
年
の
創
業
以
来
、一
貫
し
て

地
域
社
会
の
繁
栄
と
発
展
に

奉
仕
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
な
か
で
、

地
場
企
業
を
支
援
し
続
け
て
き
た
。

「
も
と
も
と
、信
用
金
庫
は
中
小

企
業
専
門
の
金
融
機
関
で
あ
り
、

実
質
的
に
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ

ン
キ
ン
グ
を
展
開
し
て
き
た
。
今

回
、参
加
へ
の
打
診
を
受
け
た
と

き
も
即
座
に
参
加
し
よ
う
と
判

断
し
た
」
と
語
る
の
は
、
融
資
部

長
の
久
保
田
彦
衛
氏
だ
。「
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
推
進
、ベ

ン
チ
ャ
ー
育
成
の
観
点
、ま
た
、リ
ス

ク
カ
バ
ー
の
仕
組
み
と
し
て
非
常
に

良
く
で
き
て
い
た
か
ら
」
と
い
う
の

が
、そ
の
理
由
だ
。

今
後
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支
援
に

つ
い
て
は
、「
フ
ァ
ン
ド
は
事
業
を
軌

道
に
乗
せ
る
た
め
の
最
初
の
ひ
と

転
が
り
。
将
来
、銀
行
本
来
の
融

資
で
支
援
す
る
た
め
に
も
、新
し
い

ス
キ
ー
ム
を
活
用
し
た
り
、県
内
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
バ
ン
ク
と
し
て
自
ら

ス
キ
ー
ム
を
作
っ
て
い
き
た
い
」（
八

十
二
銀
行
・
市
瀬
氏
）、「
１
つ
の
製

品
を
作
る
に
は
い
ろ
い
ろ
な
専
門

技
術
を
集
結
す
る
と
と
も
に
、多

額
の
資
金
が
必
要
だ
。
諏
訪
地
方

に
は
優
れ
た
技
術
の
集
積
が
あ
る

信
州
全
域
を
対
象
に

参
加
の
拡
大
め
ざ
す

共
同
事
業
参
加
企
業
へ
の
リ
ス
ク

分
散
に
よ
っ
て
信
用
度
を
強
化
で

き
る
こ
と
、県
お
よ
び
参
加
企
業

の
信
託
勘
定
へ
の
出
資
分
を
ベ
ー

ス
マ
ネ
ー
と
し
て
信
用
補
完
が
可

能
と
な
る
こ
と
、な
ど
だ
。

こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
に
対
す
る

県
、事
業
者
、金
融
機
関
の
理
解

を
得
て
、Ｓ
u
w
a
フ
ァ
ン
ド
に
よ

る
支
援
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

積
極
的
な
姿
勢
の

地
域
金
融
機
関

八十二銀行　
コンサルティング営業部
コンサルティング営業
グループ リーダー

市瀬 昌之氏

諏訪信用金庫
常勤理事　融資部長

久保田 彦衛氏

だ
け
に
、
同
様
の
金
融
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
組
成
を
期
待
し
た
い
」

（
諏
訪
信
用
金
庫
・
久
保
田
氏
）と
、

共
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を

見
せ
て
い
る
。

下
諏
訪
地
域
の
中
小
企
業
が

集
ま
っ
て
始
ま
っ
た
Ｓ
・
Ｉ
・
Ｖ
の
共

同
事
業
。
中
村
社
長
は
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
、「
エ
リ
ア
を
小
さ
く
絞

る
の
で
は
な
く
、い
ず
れ
信
州
全
域

の
技
術
力
の
あ
る
企
業
に
積
極
的

に
参
画
し
て
も
ら
い
た
い
。
人
材
と

資
金
が
あ
れ
ば
、こ
の
事
業
は
大
き

く
伸
び
る
」
と
し
、５
社
グ
ル
ー
プ

の
１
社
（
株
）ヤ
マ
ト
社
長
・
渡
辺

芳
紀
氏
も
「
大
手
か
ら
の
評
価
も

頂
い
て
お
り
、製
品
に
は
自
信
が
あ

る
。５
年
後
の
売
上
目
標
30
億
円

を
実
現
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を

見
せ
る
。

地
域
の
自
立
を
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の「
二
の
柱
」「
三
の
柱
」
を
生

み
出
す
た
め
に
も
、「
一
の
柱
」の
成

功
が
不
可
欠
だ
。
引
き
続
き
Ｓ
・

Ｉ
・
Ｖ
の
挑
戦
に
注
目
し
た
い
。

左から（株）S・I・V 代表取締役社長 中村博洋氏、（株）ヤマト 取締役社長 渡辺芳紀氏、（株）Ｓ・Ｉ・Ｖ
専務取締役事業部長椎村尚平氏　

生産ライン向け等の小型コンプレッサーの
OEM対応に加え、この６月に販売開始を予
定しているのが「超微細泡美顔器」。独自の
小型コンプレッサー技術をベースに開発し
たものだ。高圧状態の水と空気を水中で噴
射し微細泡を発生させると、破裂する気泡か
ら発生するマイナスイオンが皮膚や毛穴の

汚れなどを分解し、美顔効果が得られるとい
う。「この装置で作られた水を使えば、シャン
プーなしで洗髪ができる。将来は工業用洗
浄器や家庭用の洗濯機への応用も考えら
れる。水だけで洗えるから環境への貢献度
も大きい」（中村社長）と、関係者はその将
来性に期待している。
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な
の
だ
ろ
う
。
北
朝
鮮
は
と
も
か

く
と
し
て
、
最
近
、
韓
国
や
中
国

と
の
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
関
係
が
外

交
上
の
大
き
な
懸
案
事
項
と
な
っ

て
い
る
が
、こ
う
し
た
き
な
臭
い
ア

ジ
ア
情
勢
は
、も
し
や
第
三
の
基
軸

通
過
を
め
ざ
す
、東
ア
ジ
ア
通
貨
統

合
と
い
う
見
果
て
ぬ
夢
へ
の
、原
始

的
な
第
一
歩
な
の
で
は
な
い
か
と

私
は
見
た
い
の
だ
が
、あ
ま
り
に
楽

観
的
す
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。

作家。1951年滋賀県生まれ。米国系銀行や

証券会社で債券ディーラーなどを経て、95年

『小説ヘッジファンド』で作家に。国際金融の世

界を舞台に、時代を先取りするテーマで次々と

作品を発表し話題となる。2000年発表のベス

トセラー『日本国債』は、海外メディアでも注目

される。雑誌・新聞で小説やエッセイの執筆に

加え、テレビ・ラジオのコメンテーターとしても活

躍中。著書は『傷・邦銀崩壊』『凛冽の宙』『藍

色のベンチャー』『代行返上』『日銀券』など多

数。現在、週刊朝日において、税金をテーマにし

た小説『タックス・シェルター』を連載中。

M a i n  K o h d a

作
家

「

」

Ｅ
Ｕ
憲
法
の
批
准
の
可
否
を
問

う
国
民
投
票
で
、フ
ラ
ン
ス
や
オ
ラ

ン
ダ
が
次
々
と
「
Ｎ
Ｏ
」
の
回
答
を

出
し
、Ｅ
Ｕ
憲
法
の
施
行
は
宙
に

浮
い
た
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

長
い
歴
史
の
な
か
で
時
間
を
か

け
て
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
き
た
Ｅ

Ｕ
統
合
だ
が
、こ
こ
数
年
の
急
激

な
展
開
に
、大
衆
の
心
理
的
抵
抗

が
、揺
り
戻
し
現
象
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、昨
年
秋
か
ら
、女
性

向
け
の
月
刊
誌
に
、ア
パ
レ
ル
業
界

で
働
く
若
い
女
性
バ
イ
ヤ
ー
を
主

人
公
に
し
た
小
説
を
連
載
し
て
い

る
の
で
、ミ
ラ
ノ
を
訪
れ
る
な
ど
、

イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
を

取
材
す
る
機
会
が
増
え
た
。

親
子
代
々
受
け
継
が
れ
、守
ら

れ
て
い
く
誇
り
高
い
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

シ
ッ
プ
。
地
域
密
着
型
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
経
営
で
、無
借
金
経
営
を
是
と

す
る
中
小
企
業
の
数
々
。
そ
の
頑

な
ま
で
の
姿
は
と
て
も
印
象
的
で
、

だ
か
ら
こ
そ
、あ
の
イ
ア
リ
ア
な
ら

で
は
の
デ
ザ
イ
ン
や
色
、こ
だ
わ
り

抜
い
た
独
特
の
風
合
い
や
持
ち
味

が
、脈
々
と
生
き
続
け
て
い
る
の
だ

と
納
得
さ
せ
ら
れ
る
。

で
は
、こ
う
し
た
典
型
的
な
イ

タ
リ
ア
職
人
の
目
か
ら
見
る
Ｅ
Ｕ

憲
法
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

す
で
に
通
貨
統
合
に
踏
み
切
っ

た
Ｅ
Ｕ
は
、新
し
い
憲
法
に
の
っ
と

っ
て
政
治
統
合
へ
の
道
に
進
む
。Ｅ

Ｕ
市
民
の
権
利
は
よ
り
明
確
に
規

定
さ
れ
、や
が
て
は
Ｅ
Ｕ
大
統
領
も

誕
生
す
る
。
直
ち
に
職
人
の
地
位

に
変
化
は
な
さ
そ
う
に
見
え
る

が
、Ｅ
Ｕ
の
統
合
と
は
、結
局
の
と

こ
ろ
欧
州
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
米
国

に
対
抗
す
る
経
済
力
を
高
め
、政

治
力
や
外
交
力
を
持
つ
こ
と
。つ
ま

り
は
、市
場
原
理
の
適
用
範
囲
を

広
げ
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
結
果
、

国
境
を
越
え
て
働
く
権
利
を
得
た

Ｅ
Ｕ
市
民
の
域
内
移
動
は
、一
段

と
増
え
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

と
な
る
と
、イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
支
え
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
職

人
も
、
今
よ
り
は
も
っ
と
熾
烈
な

競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
出

て
く
る
。
東
欧
に
工
場
が
移
る
の

か
、
あ
る
い
は
東
欧
の
労
働
者
を

受
け
入
れ
る
の
か
、
彼
ら
が
選
択

を
迫
ら
れ
る
日
も
遠
く
は
な
い
。

一
方
、市
場
原
理
の
本
家
に
住

む
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
、「
引
越

し
」
は
宿
命
の
よ
う
な
も
の
だ
。
よ

り
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
者

も
、逆
に
食
い
詰
め
て
し
ま
っ
た
人

も
、新
天
地
を
求
め
て
激
し
く
移

動
す
る
。
企
業
側
も
わ
ず
か
な
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

メ
キ
シ
コ
や
カ
ナ
ダ
に
工
場
を
移

転
す
る
。「
引
越
し
」
の
風
景
は
ア

メ
リ
カ
の
活
力
の
象
徴
で
も
あ
る
。

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
欧
州
に

は
「
地
元
に
根
を
張
っ
た
」
市
民
が

多
い
。「
そ
ん
な
わ
ず
か
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
た
め
に
、な
ぜ
生
ま
れ
育

っ
た
こ
の
地
を
離
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
」
と
、彼
ら
は
引
越
し

を
拒
否
す
る
の
だ
。
経
済
合
理
性

云
々
と
い
う
理
念
の
次
元
で
は
な

く
、
イ
タ
リ
ア
職
人
た
ち
の
よ
う

な
、
競
争
原
理
へ
の
漠
然
た
る
不

安
を
抱
え
た
市
民
が
、フ
ラ
ン
ス
で

も
オ
ラ
ン
ダ
で
も
大
勢
「
N
O
」
と

投
票
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
は
い
え
、そ
ん
な
「
地
に
根
を

張
っ
た
」
市
民
も
、
実
は
「
強
い
欧

州
」
と
い
う
大
儀
は
掲
げ
て
い
る
。

土
地
へ
の
愛
着
も
、強
い
欧
州
と
し

て
の
自
尊
心
も
、ど
ち
ら
も
欧
州

市
民
の
本
音
に
違
い
な
い
。

歴
史
上
、何
度
も
覇
権
争
い
を

繰
り
広
げ
て
き
た
欧
州
各
国
が
、

Ｅ
Ｕ
と
い
う
連
邦
国
家
を
作
り
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
紆

余
曲
折
が
あ
る
の
は
当
然
で
、
時

間
が
か
か
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。

な
ら
ば
、翻
っ
て
わ
が
国
は
ど
う
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「技術事業化とイノベーション戦略―カーブアウト等による新産業創造―」をテーマとする第６回ＤＢＪナレッジ・

フォーラムが、2005年２月25日、東京・経団連ホールで開催された。技術・新産業創造が21世紀の日本に求められ

る中、その課題やイノベーションの条件について、東北大学名誉教授・大見忠弘氏、（株）豊田自動織機代表取締

役副社長・中山尚三氏、三菱商事（株）執行役員 兼 新機能事業グループCEO補佐（現 イノベーションセンター

長）・小松孝一氏による講演とパネルディスカッションが行われた。

第6回
DBJナレッジ・フォーラム

大
川

初
め
に
「
技
術
を
活
か
す

銀
行
」
と
し
て
の
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
い
。

資
源
が
乏
し
く
、少
子
高
齢
化

時
代
の
到
来
の
中
で
、
日
本
の
豊

か
さ
を
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
く

道
は
技
術
立
国
し
か
な
く
、国
際

競
争
に
勝
ち
ぬ
く
産
業
を
育
て
る

こ
と
が
必
要
だ
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
そ
の
た

め
に
強
い
技
術
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

銀
行
で
あ
り
た
い
と
考
え
、ア
ー
リ

ー
段
階
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、技
術

シ
ー
ズ
を
多
く
持
つ
企
業
に
対
し

て
、融
資
や
フ
ァ
ン
ド
と
い
っ
た
形
で

の
資
金
お
よ
び
ナ
レ
ッ
ジ
面
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、産
学
連
携
に
関
し
て
も
、

東
大
、
東
工
大
な
ど
の
大
学
に
Ｔ

Ｌ
Ｏ
支
援
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
こ

う
い
う
こ
と
を
長
年
続
け
て
技
術

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
で
、技
術
に
強
い
銀
行
に

な
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

で
は
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
り

た
い
。
問
題
提
起
と
し
て
、経
済
産

業
省
の
調
査
結
果
か
ら
紹
介
し
た

い
。
研
究
開
発
投
資
の
多
い
企
業

に
お
け
る
80
、90
年
代
の
事
業
化

に
つ
い
て
の
変
化
を
調
べ
た
も
の
だ
。

そ
れ
に
よ
る
と
、80
年
代
、90
年

代
で
大
き
な
違
い
が
出
て
い
る
。
基

礎
研
究
、応
用
研
究
に
関
す
る
資

金
、人
材
が
90
年
代
か
ら
減
少
し

て
お
り
、実
用
化
に
向
け
た
大
規

模
な
研
究
開
発
に
着
手
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
従

来
の
リ
ニ
ア
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ

ル
が
適
用
出
来
な
い
新
し
い
状
況

が
生
ま
れ
て
来
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
90
年
代
半

ば
以
降
、研
究
開
発
成
果
の
事
業

化
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
状
態

と
い
え
る
。
そ
こ
で
初
め
に
、技
術

の
事
業
化
に
と
っ
て
何
が
一
番
大

き
な
課
題
な
の
か
伺
い
た
い
。

大
見

当
然
の
こ
と
だ
が
、世
界
と

戦
っ
て
完
全
に
勝
て
る
技
術
を
創
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
我
々
も
国

の
支
援
を
得
て
長
い
時
間
を
か
け

て
基
礎
技
術
を
作
り
上
げ
、そ
れ

ら
す
べ
て
を
結
集
し
て
や
っ
と
産
業

界
に
本
当
に
役
立
つ
技
術
に
す
る

こ
と
が
出
来
た
わ
け
で
、た
と
え
ば

実
績
の
な
い
大
学
が
産
学
連
携
を

い
き
な
り
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な

い
。
十
分
な
準
備
が
必
要
だ
。

そ
れ
と
、技
術
を
産
業
に
す
る
時

に
は
、本
気
で
事
業
化
に
取
り
組
む

企
業
が
た
く
さ
ん
出
る
こ
と
が
必

要
だ
が
、実
際
に
は
少
な
い
。
誰
も

や
っ
た
こ
と
の
な
い
新
事
業
創
出
に

敢
然
と
挑
戦
す
る
才
能
十
分
な
人

を
責
任
あ
る
ポ
ス
ト
に
置
か
な
い
こ

と
が
日
本
企
業
の
最
大
の
問
題
だ
。

中
山

世
界
に
な
い
技
術
を
い
か

に
早
く
商
品
化
す
る
か
に
尽
き
る

だ
ろ
う
が
、分
か
っ
て
い
な
が
ら
な

か
な
か
出
来
な
い
。
即
断
即
決
で

い
か
な
い
と
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け

な
い
。
や
は
り
、新
し
い
技
術
の
事

業
展
開
は
、
一
番
偉
い
人
が
覚
悟

を
持
っ
て
や
る
こ
と
が
必
要
だ
。

小
松

中
山
氏
の
講
演
に
も
あ
っ

た
が
、今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
こ
と
、今
ま
で
と
違
う
価
値
判
断

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
対

処
す
る
に
は
、非
常
識
な
人
間
が

必
要
だ
ろ
う
。

そ
れ
と
、技
術
開
発
・
事
業
化
を

推
進
し
て
い
く
と
、絶
好
調
の
既
存

事
業
を
否
定
す
る
場
合
も
あ
り
、

そ
れ
が
大
企
業
内
部
で
の
衝
突
を

引
き
起
こ
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
妨

げ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、そ
の
結
果
、技
術
の
種
が
忘
れ

去
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。

大
川
次
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
主
導
で

日
本
の
競
争
力
を
強
く
す
る
に
は
何

が
必
要
か
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

大
見

こ
れ
も
さ
き
ほ
ど
と
同
様

で
、我
々
は
非
常
に
新
し
く
て
強
い

産
業
技
術
を
創
れ
る
の
だ
が
、そ
れ

に
大
企
業
が
大
規
模
投
資
を
し
て

く
れ
な
い
。
だ
か
ら
、強
く
大
き
な

産
業
に
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
と
し

て
、優
れ
た
技
術
を
早
く
見
抜
い
て

大
規
模
投
資
を
行
う
海
外
の
企
業

に
成
果
を
渡
さ
ざ
る
を
得
な
い
。こ

の
繰
り
返
し
だ
。
日
本
か
ら
出
た

優
れ
た
産
業
技
術
に
、世
界
に
先

駆
け
て
大
規
模
投
資
を
し
て
大
産

業
に
育
て
る
と
い
う
日
本
企
業
の

ト
ッ
プ
の
判
断
力
・
決
断
力
が
一
番

不
足
し
て
い
る
。

中
山

と
に
か
く
先
が
見
え
な
い

世
界
な
の
で
、ス
ピ
ー
ド
と
高
い
レ

ベ
ル
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
。こ
れ
か
ら
は
学
問
に
基
づ
く

仕
事
を
や
ら
な
い
と
、う
ま
く
い
か

な
い
時
代
で
あ
り
、
産
学
官
共
同

が
一
番
い
い
方
法
だ
ろ
う
。
そ
の
場

合
、や
は
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
非

常
に
強
い
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
だ
。

小
松

大
企
業
が
大
量
の
資
金
と

人
材
を
投
入
す
る
こ
と
も
必
要
だ

が
、そ
れ
に
加
え
て
、小
さ
な
組
織
で

や
っ
た
方
が
い
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
。カ
ー
ブ
ア
ウ
ト

形
態
を
フ
ル
に
活
用
し
、明
確
な
中

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
。

大
川

大
見
氏
に
伺
い
た
い
が
、

今
、小
松
氏
が
指
摘
さ
れ
た
小
さ

い
組
織
の
取
り
組
み
と
大
企
業
の

そ
れ
と
の
両
立
は
可
能
な
の
か
。

大
見

ま
っ
た
く
矛
盾
し
な
い
。今
、

我
々
が
取
り
組
ん
で
い
る
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
の
24
社
連
合
、半
導
体
製
造

装
置
の
19
社
連
合
な
ど
の
中
に
は
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
含
め
小
さ
な
企

業
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
う
い
う
所

で
は
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た

新
技
術
の
非
常
に
ス
ピ
ー
ド
の
早
い

開
発
を
や
っ
て
い
る
が
、そ
れ
が
単

品
で
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
非
常

に
少
な
い
。
あ
る
大
き
な
シ
ス
テ
ム

に
く
み
上
げ
た
と
き
に
威
力
を
発

揮
す
る
わ
け
で
、完
全
に
両
立
す
る

話
だ
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、中
小
企
業
、大

企
業
の
連
携
こ
そ
が
、本
当
に
強
い

産
業
技
術
、新
産
業
創
出
に
も
っ
と

も
有
効
だ
。

大
川

国
際
競
争
力
の
強
い
ア
メ

リ
カ
が「
ヤ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト（
85
年
）」

の
21
世
紀
版
と
位
置
付
け
ら
れ
る

「
パ
ル
ミ
ザ
ー
ノ
・
レ
ポ
ー
ト
」
を
昨

年
12
月
に
発
表
し
た
。
そ
の
中
で

は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
ア
メ
リ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

条
件
と
は

東北大学・大見忠弘氏は「日本製造業の新たな挑戦」というテーマで

講演。「財政危機の日本を救うには大産業の創出が不可欠。これを最短

で実現するには、将来の実社会のニーズに合わせたターゲットドリブン

型の研究開発とともに、基礎・応用・実用化研究、事業化、販売戦略など

を同時並行で展開することだ。産学官連携も必要」と指摘。また、「スピ

ード最優先の時代に適合が出来ない企業は勝ち残れない」、「学問に基

づいた本物の技術が必要であり、そうして出来た産業技術に日本企業が

大規模投資を行うことが日本を強くする」と訴えた。

豊田自動織機・中山尚三氏は「豊田自動織機のエレクトロニクス事業

進出戦略」と題して講演。「世界初の自動車用コンプレッサ開発過程で

は、社内で大変な抵抗を受けながらも“非常識”に挑戦した。その結果、

03年度世界シェア45％を実現した。古いしきたりを破らないと世界を相

手にできない」と自らの体験を紹介。「今度はエレクトロニクス事業を任

され、再び産みの苦しみを味わっているが、何としても日本を救いたいと

いう気持ちで取り組んでいる」と語った。

三菱商事・小松孝一氏は、「三菱商事の新産業創生の取り組みとカー

ブアウト支援（注）」のテーマで講演。次世代を担う新産業の創生に取り組

む同社の実績について、「電子産業分野ではベンチャー投資、ＪＶ、子会

社設立などを行うとともに、社内の関連部局も積極的な事業化支援を行

っている」と紹介。「そうした支援の有効な方法として04年11月、ＤＢＪと

ともにカーブアウトファンドを設立した。その目的は、外部の経営資源と

内部の技術資源を合体させ事業化することで新市場を創出すること。本

当に国際競争力のある事業体を作り、日本を元気にしたい」と結んだ。
日本政策投資銀行
副総裁

大川 澄人

三菱商事（株）執行役員　
新機能事業グループ
CEO補佐
（現イノベーションセンター長）

小松 孝一氏

（株）豊田自動織機
代表取締役副社長　

中山 尚三氏

東北大学名誉教授　　
東北大学未来科学技術
共同研究センター教授　　

大見 忠弘氏

技
術
事
業
化
の

課
題
と
は

第6回
DBJナレッジ・フォーラム
――カーブアウト等による新産業創造――

カ
の
21
世
紀
に
お
け
る
成
功
を
決

定
づ
け
る
唯
一
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ

ー
で
あ
る
」
と
し
て
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
原
動
力
の
企
業
を
作
る
た
め

の
政
策
を
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
―
―

人
材
、投
資
、イ
ン
フ
ラ
面
か
ら
提

案
し
て
い
る
。

人
材
面
で
は
、
国
家
的
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
戦
略
的
な
実

践
が
必
要
と
し
て
、未
来
へ
の
投
資

フ
ァ
ン
ド
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
形
で

寄
付
金
を
集
め
て
奨
学
金
を
新
設

す
る
こ
と
、投
資
面
で
は
、連
邦
政

府
の
一
定
の
予
算
に
よ
り
ハ
イ
リ

ス
ク
な
投
資
と
し
て
戦
略
的
な
基

礎
研
究
を
行
う
こ
と
、ま
た
、イ
ン

フ
ラ
面
で
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
成
長

戦
略
に
対
す
る
国
家
的
な
コ
ン
セ

ン
サ
ス
の
形
成
の
必
要
性
を
提
言

し
て
い
る
。ア
メ
リ
カ
で
さ
え
そ
う

い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
、

日
本
で
も
同
様
の
こ
と
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

今
日
の
お
話
を
受
け
て
、
D
B

J
と
し
て
も
国
家
が
強
く
な
る
、

技
術
が
強
く
な
る
日
本
の
た
め

に
、い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
役
に
立
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
、今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講 演 概 要

（注）カーブアウト カーブアウトとは、親元会社が経営戦略として、事業の一部分を切り出し（Carve Out）、
第三者の投資、支援も含めた参画を得て起業する形態をいう。
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